
皆さまご家族お揃いで佳い新年をお迎え頂いたこと
そ ろ よ

と存じます。

新年の干支は壬寅（みずのえ・とら）。
え と

「壬寅」は「陽気を孕み、春の胎動を助く」冬が厳
は ら た い ど う

しいほど春の芽吹きは生命力に溢れ、華々しく生まれ
あふ は なばな

る年になるという。

干支は、非科学的な習わしとは云え、世の理（ことわ
な ら

り）を知り、未来に備えるために生み出された暦で、
こよみ

この数年のうっとうしい暮らしを強いられている私た

ちは、コロナ騒動の早い終息を願って、この暦を信じ
しゅうそく

たいところです。

ところで、稲の花が咲く時期に低温になると花粉受精ができなかったり、穂が出てから低温が続く
か ふ ん じ ゅ せ い

と遅延型冷害と呼ばれている稔り切れない稔実不良によって収穫量が半減、酷い場合は地域すべての
ち え ん が た れ い が い みの ね ん じ つ ふ り ょ う は んげん ひ ど

田んぼが収穫皆無という冷害被害は、昔は、東北、北海道地方ではよく起こったと聞きます。
し ゅ う か く か い む お

近世で一番大きな冷害災害は３０年近く前の平成５年（1993年）の大冷害で、米不足で大混乱に
きんせい

なりました。でも、この近世の冷害は、品種改良が進んでいたお陰で、昔のような低温による受粉不
じ ゅ ふ ん

良や稔実不良という直接的な冷害被害は当地秋田県以南ではほとんど発生しなくなっていました。
ね ん じ つ ふ り ょ う

しかし、低温によって、稲の病気（主に稲熱病）が多発するという間接的な冷害被害が発生しまし
い も ち

た。その実態は、農薬を使った田んぼは１割程度の減収でおさまった一方で、農薬を使わない田んぼ

は、ほとんどが半作以下、酷い場合はイモチ病に侵され収穫皆無という田んぼもありました。
ひ ど おか し ゅ う か く か い む

冷害が来ない普通の年は、稲を健康に育てることに手間隙惜しまなければ、農薬をまったく使わな
て ま ひ ま お

くとも何とか乗り切れるのですが、冷夏低温年には有機農家は恐れおののくことになります。

壬寅年の新春にあたり皆さまのご健康と、農薬を使わないお米作りが今年も順調にできるように、

稲作期間中の好天を祈る次第です。

私たちの田んぼを潤す水の多くは、馬場目川から運ばれて来ます。その源流部の国有林にブナを植える活
うるお げ ん り ゅ う ぶ

動を始めて３０年近く経ちました。
た

ブナ植栽は毎年文化の日に行っており、我が農

舎のお米をご利用の皆さんもブナ券の購入や植栽

参加などのご支援を頂いてきました。

植栽日の前日は我が農舎のロッヂで前夜祭を愉
たの

しむのが恒例で、最近は熊なべなど振舞って好評
こ う れ い ふ る ま

頂いておりますが、コロナ騒動で、一昨年は参加

者は地元限定、昨年は中止となり、この２年、前
夜祭が出来ないままです。

コロナは一旦終息しそうになりましたが、また

新変異株の出現で今年も出来そうにありません。

一時ほとんど獲れなくなったツキノワグマは、
と れ

２，３年前から急に増え、新しい熊肉も届くと思

います。コロナ終息で再開した折には、是非熊な

べを食べに来てください。

ところで、世界遺産となった白神山地岳岱のブ
だけだい

ナ新緑ツアーを何度も企画し、多くの方に参加頂

きましたが、その時何度かガイドをお願いした鎌

田の爺さんが昨年暮れに９１歳の天寿をまっとう
じ い て ん じ ゅ

されました。

日本の田舎は、一見のどかで温厚な人々が多い
い な か い っ け ん お ん こ う

平和な社会のようにイメージされ勝ちですが、地
が

域合意に反し行動する者には、都市部の社会にお

られる方には、おそらく想像出来ない「村八分」を超える凄まじい迫害があるものです。
む ら は ち ぶ こ すざ は く が い

爺さんは、青森と秋田を繋ぐ青秋林道建設の阻止活動と白神の自然を守ることに没頭し、林道開発で経
つな そ し

済的に潤うことに期待する地元の人々に迫害され、長い間家族以外には孤立無援状態でした。
う る お は く が い こ り つ む え ん

その後、林道建設が中止された白神山地は世界自然遺産に指定されたことで、鎌田の爺さんは、地元の
人々に尊敬されるようになった後で、生涯の幕を下ろされました。

ご逝去は残念で、寂しいことですが、林道阻止運動に関わったことで、爺さんの生き様に接し、教えら
せ い き ょ さ み

れることが多かった私たちの仲間は、純真な爺さんが遅まきながらも地域社会でも認められて、自身でも

満足できる充実した生涯を終えられたことは、この上なくとっても嬉しいことだと皆で思っています。
う れ

皆さんの中には、我が農舎の新緑ツアーで岳岱で爺さんに出会って下さった方も多いですので、ご報告
だけだい

しながら、共に鎌田翁のご冥福をお祈りしたいと思います。

提 携 米 通 信
202２年正月号・黒瀬農舎

Rice Lodge Ogata

★電話は土日祝日も含めて朝８時～夜８時頃まで対応致します（自宅兼事務所）。但し、電話受付の専任ス
タッフはいないため田圃や倉庫作業、外出の時は留守番電話対応となります。ご了承お願いします。

また、メールもぜひご利用下さい。なおメールは原則すべて返信していますので、返信メールが届かない
際は自動的に迷惑メールとなっている可能性があります。迷惑メールやメールの設定をご確認下さい。
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秋田県南秋田郡大潟村西１丁目４の７

黒 瀬 正・友 基
TEL:0185-45-3088 FAX:45-2887

E-mail: akita@kurose.com Web: 提携米 黒瀬農舎 検 索

ブナの森を愛し死守した鎌田翁・天寿まっとう

お 餅 ① お餅は、開封しない限り、常温保存で大丈夫です。 ② 袋の中に水滴が出るのは、温
度差による結露ですから心配無用です。 ③ カビが出る原因は、輸送中の衝撃などで袋が傷ついた場

合です。賞味期限内は、ご連絡頂だければ、交換品をお届け致します。

糀、大豆など手作り味噌 １月下旬以降のお米と同送します。（送料のご負担軽減のため）

お米と一緒にお届けしている送金用紙
① コンビニ・郵便局どちらでも使用可能です。 ② 送金手数料は、当方が負担していますので無料です。

③ この送金手数料とは別に、郵便局は１月１７日より、窓口での現金取扱い手数料（１１０円）を払い込み

人様から徴収する。との連絡がありました。 ④ ＡＴＭを使って自分のゆうちょ口座から振り替え送

金する場合や、コンビニで送金される場合は、今までと同様、この現金取扱い手数料は不要です。

新しい年もご支援宜しくお願い申し上げます。
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